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第65号

足立区民生・児童委員協議会だより題字

　　　　　　　　区民の皆様を取り巻く状況はめまぐ
　　　　　　　るしく変化しており、福祉分野でも新
　　　　　　たなニーズや課題が生じております。時代
に即した福祉行政を進めるには、いま何が起きているの
か、現場の声を拾い支援につなげていくことが不可欠
です。そのためには、私ども区職員が、区民の皆様と誠
実に向き合うこと、地域をよく知る民生・児童委員の皆
様の声をきちんと受け止めることが何より大切だと考え
ます。
　今年度は、福祉部内の多くの管理職が入れ替わり、
新たな視点で福祉施策を見つめ直すチャンスでもあり
ます。民生・児童委員の皆様とともに、足立の福祉を全
力で支えていく意気込みで頑張ります。ご指導ご鞭撻
のほどよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　 　福祉部在職中は、大変お世話になり
　　　　　　　まして、心より感謝を申し上げます。
　　　　　　会長協議会や地区民協の冒頭で唱和す
る「民生・児童委員信条」を遵守しつつ、民生・児童委
員の皆様が、常日頃、地域の方々からのご相談に耳を傾
け、誠意をもって対応されていることに、福祉部長とし
て大変心強く思っておりました。
　コロナの一時期、対面での活動が制約されましたが、
そのような時でも、気がかりな方にお葉書を送って、見守
り活動をされていたことに、使命感の高さを感じていまし
た。全員食事会や視察研修等で、お酒を酌み交わしたり、
カラオケで歌ったりしたことが懐かしく思い出されます。
　改めて、皆様方の献身的なご活動に敬意を表したい
と存じます。６年間、ありがとうございました。
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お互いに教え合いながらの研修（３地区）

こころの健康フェスティバルを開催

 コロナ禍を経て、これまで以上に「こころと身体の健
康」への関心が高まっています。久しぶりの対面開催
となった「こころの健康フェスティバル」では、東京女
子医科大学の西村勝治 精神医学教授・基幹分野長
が、「からだの病気とこころの健康」について動画で
講演され、多くの方が真剣に視聴しました。
　民生・児童委員協議会はバザーを担当しました。開
始前から行列ができるほどの人気で、委員などから集
めた500点あまりの商品は好調な売れ行きでした。売
り上げはすべて社会福祉協議会を通じ、精神保健福
祉のために寄付しました。ほかにも、パン・焼き菓子・
コーヒー・手作りの品も購入でき、充実した一日でした。
　　　　　　　　　　　　 （４地区 吉田祐一 記）

　高齢者見守り活動の一環として、地域包括支援セ
ンター東和（以下包括東和）主催でオンライン交流
会を実施。包括東和をホストにGoogle Meetで４
拠点を結び、それぞれの活動報告を行いました。私
たちは災害時避難MAPの実証を担当。広域避難場
所の都立東綾瀬公園からChromebookで、公園内
にある避難対策物品の紹介と、まだつぼみの桜の
中継を行いました。　（東綾瀬地区 山崎雅明 記）

　研修会でモバイルパソコンに届いたメールを、個
人のスマホでも見られるように設定しました。モバ
イルに連絡がきたことが、スマホでわかれば便利で
す。メールだけでなく、添付された書類や画像もス
マホで見ることができます。コロナ禍で疎遠になり
がちだった委員同士に、「どうやるかわかる？」の会
話も加わりました。「とりあえずやってみる」が第一
歩と感じました。　　　（鹿浜地区 吉田靖雄 記）

　自主研修での「モバイル導入で民生・児童委員協議会の運営費が年間30万円
の節約に」「今後、さらに活用をすすめ、様々な改善と効率化を期待したい」との
説明に、受講委員からは、「Wi-Fiにつなぐこと自体がたいへん」「パソコンの使
用にストレスを感じる」「４月分の活動報告は紙で提出したい」などの声が上が
る状況でした。私たちの地区では小規模での操作研修をすすめ、あわてず、ゆっ
くりと移行をすすめたいと考えています。　　　　　（江北地区 木村克博 記）

地 域

　モバイルパソコンは民生・児童委員の活動や相談を支援
するため、東京都から配布されたものです。研修会なども
行われ慣れてきた方もいる一方で、手こずっている方も多
いようです。３月からはモバイルパソコンで活動記録の集
計報告も始まりました。焦らず少しずつの取り組みが、徐々
に広がっています。

モバイルをふだん使いに

あわてず、ゆっくりすすめたい

災害時避難MAPの実証をオンラインで中継

使っていますか？　
　　モバイルパソコン

de モ バ イ ル 研 修 会
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中学生短歌・俳句コーナー 小学生絵画コーナー
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「あさとよるのクリスタルの花」

青井小　４年　馬　　惠　美　作

　令和６年２月１４日、足立区役所で足立区民生・児
童委員協議会主催の受賞者祝賀会が開催されました。
　主催者代表の市村智協議会会長が「コロナ禍で活
動が制約され、この時期に新しく民生・児童委員にな
られた方は活動経験がほとんどありません。受賞され
た皆様は、新民生・児童委員の支えになってあげてく
ださい」とあいさつ。
　来賓の近藤やよい区長は、「新年度よりどんな相談
でも受ける『福祉まるごと相談課』が創設されます。地
域の方々への案内など、民生・児童委員活動にも利用
してください」と話されました。

　受賞者を代表して第七合同石川祥江会長が、「多く
の方々の支えと協力があっての受賞です」とあいさつ。
最後に「子どもたちのために」と市村会長から足立区
に寄付金を贈呈しました。（受賞者17人の名簿は第64
号に掲載）　　　　 　　（江北地区 木村克博 記）

令和５年度　各種表彰受賞者祝賀会を開催

皆さんの心が届きますように
能登半島寄付の報告

　足立区民生・児童委員協議会は、能登半島地震で
被災された方々に東京都民生・児童委員連合会を通じ
て30万円、１月に開催された会長協議会及び各合同地
区協議会の新年会で388,511円、こころの健康フェス
ティバルのバザーにおいでの方々から19,794円が集ま
り、総額70万円余を共同募金会を通じて寄付しました。
　この地震により被災された方々が、一日も早く今まで
のような日常生活を取り戻すために、息の長い支援が
必要です。私たちもできる限りの支援をしていかなけ
ればと思います。　　  　 （15地区 向山義一 記）

※足立区立第四中学校夜間学級は、さまざまな理由で中学校を
　卒業できなかった10～80代の方が一緒に勉強しています。 青井小学校特別支援学級のみなさん
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「おかあさん、ありがとう！」
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　生まれも育ちも足立区興野。幼い頃から近所の
興野神社の大銀杏の下で遊んでいました。今は保
育園児や小学生が走り回っている姿をいとおしく
見守っています。神社と大銀杏は、地域の人たち
にとってとても親しい存在です。
　この２本の大銀杏は、1975年に足立区の保存
樹木に指定され、拝殿に向かって左側の幹回りは
4.7ｍ、右側は3.9ｍ、高さは35ｍで樹齢は推定400
年といわれ、長い間地域の人たちを見守ってくれて
います。
　昨年・一昨年の暮れにライトアップが実施され、
その美しさに多くの家族連れやカップルが見に来
ていました。力強い枝からこんもりとした黄色い葉
が光に照らされて金色に輝き、光と影とのコントラ
ストが幻想的でした。

　このイベントは興野神社
主催で、興野町会・興野北
町会が協賛したものです。
神社や町会の方々の協力に
よって、コロナ禍でも冬の
ひと時をほっこりとさせて
いただきました。今年も12
月第一土曜日に開催予定で
す。
　（８地区 𠮷澤はる江 記）

　令和６年３月で31年目を迎える関原不動商店街の
朝市は、第一日曜日の朝７時から10時まで、関原一丁
目から二丁目にかけての区間で開催されます。毎
回、道路の両側は多くの露天が並び、休日の早朝に
もかかわらずたくさんの人でにぎわいます。
　３月３日、第四合同７地区の民生・児童委員が、能
登半島地震支援のための募金活動を行いました。短
時間に街のみなさんの善意の募金があり、総額
48,415円が集まりました。早々に社会福祉協議会に
寄付の手配をお願いいたしました。ご協力いただい
たみなさま、ありがとうございました。
　　　　　　　　　 　　（７地区 鶴岡一郎 記）

●「さくら」への原稿募集中！
原稿は未発表のものに限ります。
誌面の都合上、事前に地区の広報委員
にご相談ください。
　　　過去の「さくら」はこちらから→

募
金
活
動
の
様
子

関原不動商店街の朝市で募金活動

金色に輝く大銀杏のライトアップシリーズ

ぶらり足立


